
第１号議案

高等学校等育英奨学資金貸付条例施行規則の一部改正について

高等学校等育英奨学資金貸付条例施行規則（平成１６年宮城県教育委員会規則第

５号）の一部を別紙のとおり改正する。

平成３１年４月１７日提出

××××××××××××××宮城県教育委員会教育長 伊 東 昭 代××××

第１号議案
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高
等
学
校
等
育
英
奨
学
資
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

高
等
学
校
等
育
英
奨
学
資
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
災
害
を
い
う
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
貸
付
け
の
制
限
）

第

七

条
の

二

前

条
第

一

項
の

奨

学
資

金
の

貸

付
け

又

は
東

日
本

大

震
災

に

よ
り

被
災

し

た
高

等

学
校

等
の

生

徒

に

対
す
る
都
道
府
県
に
よ
る
給
付
金
等
（
一
時
的
な
支
援
の
た
め
の
給
付
金
等
を
除
く
。
）
の
給
付
を
受
け
る
者
は
、

被
災
生
徒
奨
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
第
七
条
の
二
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
の
申
請
に
係
る
奨
学
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て

適
用
し
、
同
日
前
の
申
請
に
係
る
奨
学
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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高
等
学
校
等
育
英
奨
学
資
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
新
旧
対
照
表

第
一
条
～
第
六
条

（
略
）

第
七
条

１

（
略
）

２

東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る

災
害
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
被
災
し
た
者
へ
の
奨
学
資
金
（
以

下
「
被
災
生
徒
奨
学
資
金
」
と
い
う
。
）
の
貸
付
金
額
は
、
条
例
第
三

条
第
一
項
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
月
額
二
万
円
と
す
る
。

３
（
貸
付
け
の
制
限
）

第
七
条
の
二

前
条
第
一
項
の
奨
学
資
金
の
貸
付
け
又
は
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
被
災
し
た
高
等
学
校
等
の
生
徒
に
対
す
る
都
道
府
県
に
よ

る
給
付
金
等
（
一
時
的
な
支
援
の
た
め
の
給
付
金
等
を
除
く
。
）
の
給

付
を
受
け
る
者
は
、
被
災
生
徒
奨
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

（
以
下
略
）

改

正

後

第
一
条
～
第
六
条

（
略
）

第
七
条

１

（
略
）

２

東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る

災
害
を
い
う

。
）
に
よ
り
被
災
し
た
者
へ
の
奨
学
資
金
（
以

下
「
被
災
生
徒
奨
学
資
金
」
と
い
う
。
）
の
貸
付
金
額
は
、
条
例
第
三

条
第
一
項
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
月
額
二
万
円
と
す
る
。

３

被
災
生
徒
奨
学
資
金
は
、
第
一
項
の
奨
学
資
金
と
重
複
し
貸
し
付
け

る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

（
以
下
略
）

現

行

○
貸
付
け
の
制

限
を
す
る
も
の

備

考
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高等学校等育英奨学資金貸付条例施行規則の一部改正の概要について

１ 改正理由

「被災児童生徒就学支援等事業実施要領（東日本大震災）（平成２７年４月９

日文部科学大臣裁定）」が改正されたことを受け，被災生徒奨学資金貸付につい

て，県が行う他の奨学金事業等との重複貸付けを制限とするための所要の改正を

行うもの。

２ 改正内容

被災生徒奨学資金貸付について，従来型奨学資金貸付及び東日本大震災みやぎ

こども育英基金奨学金との重複貸付けを制限するもの。

【参考】貸付等概要

事 業 名 概 要

被災生徒奨学資金貸付

○対 象： 保護者が県内に住所を有し，東日本大震災により被

災し，次のいずれかにより修学が困難な状況にある生

徒

・家屋全壊(全焼)，大規模半壊(半焼)，半壊(半焼)

・主たる家計支持者の収入が震災前と比較し１／２

以下に減少している場合 等

○貸付額：月２０，０００円（年額２４０，０００円を一括貸付）

○償 還：卒業により全額免除

従来型奨学資金貸付

○対 象： 高等学校等に在学する優れた者であって経済的理由

により就学が困難な生徒

・保護者が県内に住所を有し，①学力，②人物，③家

計の基準を満たす者

○貸付額：月１８，０００円～３５，０００円（区分による）

○償 還：償還期間は卒業後１０年程度（年賦・半年賦・月賦等）

東日本大震災みやぎこども

育英基金奨学金事業

○対 象： 東日本大震災に起因する理由によって保護者が死亡

し，又は行方不明となっている児童生徒（小・中・高

・大学生等）

○給付額：月５０，０００円，卒業一時金６００，０００円

（高校生の場合）

○償 還：不要

３ 施行期日

公布の日

第１号議案 説明資料
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